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まとめ
ハンドベル音楽はピアノ譜と同様の大譜表を用いる。同じ大譜表から演
奏される音楽であっても、ピアノは自ら大きな反響板を持ち、豊かな音色
により音楽を表現することができる。一方、ハンドベルは自らの音をさら
に響かすことのできる響板が無く、楽器自体の振動による響きのみであ
る。そのため、ハンドベルは演奏する会場の空間の残響度によりハンドベ
ル音楽の響きが大きく影響を受けることが多い。またピアノは10本の指に
より、足によるペダルを伴い演奏されるが、ハンドベルは本学・クワイア
の場合15～16人編成により演奏を行うため、30～32の手により演奏を行う
ことになる。通常一人2音、高音域はフォー・イン・ハンド奏法を用いる
ため、メンバー全員で同時に40音ほどのベルを鳴らすことができる。
ハンドベルは単音では繊細な音色の楽器である。ピアノ、あるいはオー
ケストラのようなダイナミックな音と作りをするためには、ピアノにおけ
る和声の配列ではなく、上記で述べた通り同時に多くの和声を重ね鳴らす
のが最善の方法である。また、同時にチャイムの併用および工夫された
様々な奏法の導入が大きなキーポイントとなる。本学ではこれらのことを
実行するため、結果的に多くのベルを使用することになる。多いときには
100本を超えるベルおよびチャイムを使用し、一人7～8本以上のベルを
扱わなければならず、自分自身のベルチェンジもさることながら、隣どう
し、時には一つのベルを5～6人による連係プレーにより演奏される場合
もある。協調性・集中力が求められる所以である。
以上いろいろと演奏法を述べてきたが、音楽は文章による表現は難し
く、生の演奏を聴いていただき肌で音楽を感じていただくのが最善の方法
である。ぜひ演奏会にお出でいただき、世界大会などにおいて評価いただ
きましたさまざまな取組みにおける演奏法研究の実践とその効果を、ご自
身の目と耳で確かめていただきましたら幸いである。
211
荒井弘高
5．おわりに
近年ハンドベル人口が急増している。本学所在地である小山市も例外で
はない。小・中学生から一般の老若男女までがハンドベルを始めている。
筆者がハンドベルを始めた頃は、「ハンドベルってな～に」「ハンドボー
ル？」という笑い話のような会話が飛び交ったほどであるが、現在では、
市内において10を超えるチームが活動を開始している。
当初筆者は、ハンドベルを普及するには一般の方々に実際にハンドベル
に触れていただき、その音色の美しさを自ら体験していただくのが、最良
ではないかと、本学開放講座及び市生涯学習センター講座を皮切りに一般
向けの体験講座を、小山市からの依頼もあり毎年行っている。それが今か
ら10年ほど前からである。
また・毎年小山市主催によるハンドベルフェスタinOYAMAも開催さ
れるようになり、ますます市民及び近隣の多くの人たちの関心が集まり、
ハンドベル音楽に対する欲求度も高まってきたように感ずるのは筆者だけ
ではないであろう。
世界的にもこの輪は広まり、中国をはじめアジアの国々においてもハン
ドベルに興味を持ち、練習を行いはじめた人たちが多くなってきている話
をよく耳にするようになった。
それと同時にハンドベルの技術力も飛躍的に向上してきた。また楽譜も
然りであり、作曲、編曲を行う人たちが非常に多くなってきている。やっ
と音楽本来の姿になってきたのではないだろうか。喜ばしいことに、筆者
がこれまで世界大会で発表してきた演奏法を取り入れた楽譜も非常に多く
見受けられるようになり、ハンドベル音楽の世界に一石を投じることが出
来たのではないかと自負しているところでもある。
これもハンドベル部員なしにはなし得なかったことであり、この場をお
借りして感謝申し上げたい。
ハンドベル音楽はさらに発展し続ける事を信じ、これからも良きハンド
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ベル部の学生らと共にハンドベル音楽を発展させていきたい。
資料
（1）荒井弘高編曲ヨハン・シュトラウス作曲「レッツ・ポルカ」
YAミュージック2000年8月
（2）荒井弘高編曲ベートーベン・モーツアルト作曲「2つのトルコ行進曲」
YAミュージック2003年6月
（3）荒井弘高編曲レオポルト・モーツアルト作曲「おもちゃの交響曲」
YAミュージック2003年8月
（4）荒井弘高編曲ショパン作曲「幻想即興曲」
YAミュージック2007年11月
（5）荒井弘高編曲オッフェンバック作曲「天国と地獄」序曲
YAミュージック2008年8月
（6）荒井弘高他編「白鴎大学ハンドベルクワイア20年のあゆみ」
白鴎大学ハンドベル部2008年2月
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